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要旨 
 本研究は、異なるデザイン分野であるテキスタイルとフ
ァッションの教育をシームレスな人材育成教育プログラム
として構築することを目的とする。 
産学連携による人材育成で実績を上げている Institut 
français de la mode（IFM）での研修及びノッティンガム
トレント大学との国際連携により新たな人材育成教育プロ
グラム構築と地場産業の再構築を目指す。国際連携により
教育機関が国内産地と一体となり、ラグジュアリーブラン
ドに向け、これまでにない高品質で高付加価値のテキスタ
イルを作りえる人材育成を目的とし、テキスタイルからフ
ァッションに至るシームレスな人材育成教育プログラムの
開発を行うものである。 
目的である、テキスタイルからファッションに至るシー
ムレスな人材育成教育プログラムの開発、市場が求める商
品の提案ができる人材の育成及び産地の持つ高い技術を生
かした高品質で高付加価値なテキスタイル開発を踏まえ、
ラグジュアリーブランドに向けてのテキスタイル提案を目
標に、テキスタイル開発と教育プログラムの運用を行った。 
Summary 
The aim of this project is development of a seamless 
educational program as university, which educate to range 
from textile design to fashion design. However the aim is 
not only the development of education program but also a 
step of reconstruction of the local industry.   
Through global cooperation with IFM and Nottingham 
Trent University, Kobe Design University and Nishiwaki, 
which is the local textile industry near by Kobe Design 
University, worked together for making high quality and 
high value added textiles. The target of textiles was 
European luxury brands. 
Through these workings, we developed both education and 
design system for cultivation of human resources who can 
propose new products in luxury fashion industry with high 
understanding of characteristics of the local industry.          
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1 .  目 的  
本 研 究 は 、 異 な る デ ザ イ ン 分 野 で あ る テ キ ス
タ イ ル と フ ァ ッ シ ョ ン の 教 育 を シ ー ム レ ス な 人
材 育 成 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 構 築 す る こ と を 目
的 と す る 。 海 外 の 価 格 競 争 の 中 で 衰 退 し て い る
国 内 地 方 の 主 要 な 地 場 産 業 で あ る テ キ ス タ イ ル
産 地 は 、 受 託 加 工 型 の 産 地 か ら 高 付 加 価 値 の 商
品 を 企 画 ・ 発 信 す る 産 地 に 生 ま れ 変 わ ら な け れ
ば 衰 退 の 一 途 を 辿 る の み で あ る 。 各 産 地 は 高 度
な 技 術 は 持 っ て い る が 、 市 場 が 求 め る 商 品 を 提
案 で き る 人 材 に 乏 し い 。 そ れ は 人 材 育 成 機 関 が
テ キ ス タ イ ル は 「 工 芸 」 、 フ ァ ッ シ ョ ン は 「 家
政 」 の 領 域 に よ っ て 教 育 が 行 わ れ て い る こ と に
原 因 の 一 つ が あ る 。 そ こ で 、 産 学 連 携 に よ る 人
材 育 成 で 実 績 を 上 げ て い る Inst i tut  Français  
de  la  Mode( IFM)で の 研 修 及 び ノ ッ テ ィ ン ガ ム
ト レ ン ト 大 学 と の 国 際 連 携 に よ り 新 た な 人 材 育
成 教 育 プ ロ グ ラ ム 構 築 と 地 場 産 業 の 再 構 築 を 目
指 す 。 国 際 連 携 に よ り 教 育 機 関 が 国 内 産 地 と 一
体 と な り 、 ラ グ ジ ュ ア リ ー ブ ラ ン ド に 向 け 、 こ
れ ま で に な い 高 品 質 で 高 付 加 価 値 の テ キ ス タ イ
ル を 作 り え る 人 材 育 成 を 目 的 と し 、 テ キ ス タ イ
ル か ら フ ァ ッ シ ョ ン に 至 る シ ー ム レ ス な 人 材 育
成 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 を 行 う も の で あ る 。 こ
の 人 材 育 成 教 育 プ ロ グ ラ ム は 、 本 研 究 に お い て
地 場 産 業 で あ る 「 播 州 織 」 の 活 性 化 を 図 る こ と
と 共 に 、 よ り 実 践 的 な 教 育 を 求 め る フ ァ ッ シ ョ
ン 産 業 に 向 け て 、 高 等 教 育 機 関 と し て の 本 学 科
の 教 育 価 値 を 高 め る こ と を 目 的 と し て 行 う 。  
 
2.  研 究 の 概 要  
2014 年 度 行 ったノッティンガムトレント大 学
及 び 「 播 州 織 」 産 地 の 産 元 商 社 で あ る 株 式 会 社
丸 萬 と の 共 同 研 究 の 継 続 発 展 と し て 行 っ た 。
2014 年 度 は 、生 地 サ ン プ ル 制 作 か ら 衣 服 の 商 品
サ ン プ ル 制 作 ま で 行 い 展 示 会 に 出 し た が 、 テ キ
ス タ イ ル 開 発 に 焦 点 を 絞 っ た ほ う が 、 地 場 産 業
の 活 性 化 と そ の 取 り 組 み の 中 で の 実 践 的 教 育 方
法 の 開 発 と い う 目 的 に 合 致 し て い る た め 、2015
年 度 は 複 数 回 の テ キ ス タ イ ル 開 発 を 行 っ た 。 目
的 で あ る 、 テ キ ス タ イ ル か ら フ ァ ッ シ ョ ン に 至
るシー ムレスな人 材 育 成 教 育 プログラムの開発 、
市 場 が 求 め る 商 品 の 提 案 が で き る 人 材 の 育 成 及
び 産 地 の 持 つ 高 い 技 術 を 生 か し た 高 品 質 で 高 付
加 価 値 な テ キ ス タ イ ル 開 発 を 踏 ま え 、 ラ グ ジ ュ
ア リ ー ブ ラ ン ド に 向 け て の テ キ ス タ イ ル 提 案 を
目 標 に 、 下 記 の 内 容 と ス ケ ジ ュ ー ル で の テ キ ス
タ イ ル 開 発 と 教 育 プ ロ グ ラ ム の 運 用 を 行 っ た 。  
 
3.  ス ケ ジ ュ ー ル  
2015 年 7～ 9 月： IFM で の 研 修 、リ サ ー チ を 踏
ま え た 研 究 方 向 性 決 定 と ト ラ イ ア ル の た め の 試
作 方 針 決 定  
2015 年 10～ 11 月 ： ノ ッ テ ィ ン ガ ム ト レ ン ト 大
学 訪 問 、 ト ラ イ ア ル 試 作 の 制 作 と 生 地 展 で の 評
価 リ サ ー チ 、 他 産 地 リ サ ー チ  
2015 年 12 月 ～ 2016 年 2 月：ト ラ イ ア ル を 踏 ま
え た 二 次 試 作 の 制 作  
2016 年 2 月 ～ 3 月：二 次 試 作 を 踏 ま え 、教 育 プ
ロ グ ラ ム お よ び 生 地 差 別 化 戦 略 の 検 証  
 
4 .  IFM と ラ グ ジ ュ ア リ ー ビ ジ ネ ス  
2014 年 度 の 研 究 を 通 し て 、産 地 の 高 い 技 術 を
生 か し た 生 地 は 高 コ ス ト で あ る の で 、 求 め る 市
場 と し て は 欧 州 の ラ グ ジ ュ ア リ ー ブ ラ ン ド 向 け
を 主 と す る べ き で あ る と 結 論 づ け た 。2015 年 度
の 研 究 で は 、 パ リ に あ る 、 ラ グ ジ ュ ア リ ー ビ ジ
ネ ス の 研 究 で も 世 界 的 に 有 名 な 、 フ ァ ッ シ ョ ン
に特 化 した大 学 院 大 学 IFM でのサマー コー スに
て 講 義 を 受 け 、ま た 、 IFM の 教 授 陣 数 名 の 方 か
ら 、 個 別 に ヒ ア リ ン グ を さ せ て い た だ き 、 ラ グ
ジ ュ ア リ ー ビ ジ ネ ス の 概 要 及 び 本 質 に つ い て 学
び 、 研 究 の 方 向 性 へ の 示 唆 を 得 た 。  
ラ グ ジ ュ ア リ ー ビ ジ ネ ス の 本 質 と は 、 高 価 な
商 品 の 提 供 で は な く 、 他 で は 得 ら れ な い 独 自 の
経 験 を 顧 客 に 提 供 す る こ と で あ り 、 ラ グ ジ ュ ア
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リ ー 市 場 に お い て 必 要 と な る 独 自 性 を 生 み 出 す
仕 組 み と し て 、 自 由 な 発 想 を 持 つ 学 生 の ア イ デ
ア を 取 り 入 れ た デ ザ イ ン 提 案 の 方 法 、 ト レ ン ド
を 通 じ た マ ー ケ ッ ト 理 解 と デ ザ イ ン へ の 展 開 方
法 及 び デ ザ イ ン 面 と 技 術 面 の 役 割 分 担 と 教 育 と
し て の 進 め 方 を 、 実 際 の 生 地 づ く り を 通 し て 研
究 す る こ と を 決 め た 。2014 年 度 よ り 引 き 続 き 共
同 で 研 究 を 行 う 丸 萬 、 上 田 氏 は 多 く の 国 内 デ ザ
イ ナ ー ズ ブ ラ ン ド よ り そ の 技 術 力 と 対 応 力 を 認
め ら れ て お り 、 そ の 技 術 力 に 付 加 価 値 を つ け る
こ と が で き る デ ザ イ ン 力 育 成 の 教 育 方 法 開 発 が
研 究 の ポ イ ン ト と な っ た 。  
 
 
5 .  ノ ッ テ ィ ン ガ ム ト レ ン ト 大 学  
IFM で の 研 修 で 得 た 研 究 目 標 を 踏 ま え 、2014
年 度 よ り 引 き 続 き 共 同 研 究 を 行 う ノ ッ テ ィ ン ガ
ム ト レ ン ト 大 学 を 訪 問 し 、 共 同 研 究 の 詳 細 に つ
い て 打 ち 合 わ せ を 行 う 予 定 で あ っ た が 、 担 当 者
で あ る Amanda Br iggs -Goode 氏 が 秋 ま で 病 気
療 養 の た め 不 在 と な り 、 実 際 に 訪 問 で き た の は
10 月 末 と な っ た (図 1)。す で に 海 外 の 新 学 期 も
始 ま っ て い る タ イ ミ ン グ で あ り 、ま た 、2015 年
度 の 研 究 も 進 行 し て い た こ と も あ り 、 共 同 で の
生 地 の 開 発 で は な く 、2014 年 度 を 踏 ま え た 今 後
の 教 育 方 法 の 研 究 に つ い て の 検 証 を 行 っ た 。  
学 期 の 不 一 致 や 距 離 の 問 題 も あ り 、 共 同 開 発
よ り 、 共 通 テ ー マ に よ る お 互 い の 研 究 成 果 発 表
を 共 同 で 行 い 検 証 し て い く ほ う が 有 益 で あ る と
い う 結 論 に な り 、手 始 め に 、2014 年 度 結 果 を イ
ン デ ィ ゴ 展 と い う テ キ ス タ イ ル の 国 際 見 本 市 の
同 大 学 ブー スに展 示 することになった。今 後 は、
継 続 的 に 研 究 成 果 発 表 を ノ ッ テ ィ ン ガ ム 、 神 戸
で 行 う こ と を 取 り 決 め た 。 ま た 、 よ り 緊 密 な 連
携 を 行 う た め に も 学 生 の 交 流 な ど も 促 進 し て い
く 必 要 が あ る と い う 結 論 に な り 、 こ ち ら も 手 始
め に ポ ー ル ス ミ ス 奨 学 金 で 東 京 に 短 期 留 学 中 で
あ っ た 学 生 を 12 月 に 関 西 に 招 き 、 京 都 服 飾 文
化 財 団 、 神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン 美 術 館 、 本 学 を 案 内
し た (図 2)。 今 回 は ス ケ ジ ュ ー ル の 都 合 上 、 訪
れ る こ と が で き な か っ た が 、 今 後 は 「 播 州 織 」
産 地 の 訪 問 を 行 っ て い く こ と を 確 認 し あ っ た 。
ま た 、 本 学 か ら の 学 生 の 訪 問 に つ い て も 、 そ の
方 法 に つ い て 検 討 す る こ と を 確 認 し あ っ た 。  
 
図 1：A m a n d a 氏     図 2：京 都 服 飾 文 化 財 団 を 
（ ノ ッ テ ィ ン ガ ム に て ）    訪 問 中 の 留 学 生  
 
6.  テ キ ス タ イ ル 開 発 と COE 助 成  
前 述 の よ う に 、 今 回 は テ キ ス タ イ ル 開 発 に 研
究 を 絞 っ た が 、 テ キ ス タ イ ル と フ ァ ッ シ ョ ン の
シ ー ム レ ス な 人 材 育 成 と い う 視 点 に お い て 、 最
終 製 品 で あ る ア パ レ ル 商 品 を 踏 ま え た テ キ ス タ
イ ル 開 発 が 必 要 不 可 欠 で あ り 、 そ の 点 は 、 ラ グ
ジ ュ ア リ ー ブ ラ ン ド の ア パ レ ル 商 品 向 け と い う
タ ー ゲ ッ ト を し っ か り と 設 定 す る こ と と 、2015
年 度 に 獲 得 し た 兵 庫 県 COE 助 成 で 購 入 し た
TREND UNION 社 のトレンドブックの研 究 によ
り 学 生 へ の 意 識 付 け を 行 っ た 。2015 年 度 も 、希
望 学 生 に よ る プ ロ ジ ェ ク ト 形 式 に て 研 究 を 行 っ
た 。 全 員 に 対 し て ラ グ ジ ュ ア リ ー ビ ジ ネ ス や ト
レ ン ド に つ い て の レ ク チ ャ ー を 行 い 、 共 通 の テ
ー マ 設 定 な ど を 議 論 し 、 個 々 で の デ ザ イ ン 展 開
を 行 っ た 。 初 め て テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン を す る
学 生 への教育 的 効 果 を考 え、また、獲 得 した COE
助 成 が 調 査 ス テ ー ジ で あ り 、2016 年 度 の 応 用 ス
テ ー ジ に つ な げ る た め の デ ー タ 収 集 の 必 要 も あ
り 、 段 階 を 追 っ た 開 発 を 行 っ た 。  
11 月 に東 京 にて行 われたプレミアムテキスタ
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イ ル ジ ャ パ ン と い う 合 同 展 に 向 け た ト ラ イ ア ル
の 制 作 を 行 い (図 3)、 2 月 に パ リ に い る テ キ ス
タ イ ル コ ー デ ィ ネ ー タ ー へ 送 り 現 地 の ラ グ ジ ュ
ア リ ー ブ ラ ン ド へ プ レ ゼ ン し て い た だ く た め の
サ ン プ ル 制 作 (図 4)、 そ の 後 の ブ ラ ッ シ ュ ア ッ
プ の 計 3 段 階 の 工 程 で は 、デ ザ イ ン や 生 地 の 仕
様 に つ い て は 学 生 が ま と め 、 テ キ ス タ イ ル に す
る た め の デ ー タ づ く り に 関 し て は 丸 萬 の 上 田 氏
が 行 っ た 。  
 
図 3： 1 1 月 展 風 景  
 
図 4： 2 月 プ レ ゼ ン 用 生 地 サ ン プ ル と ブ ラ ッ シ ュ ア
ッ プ し た 生 地  
 
7.  研 究 の 考 察  
 対 象 と な る 地 場 産 業 が 生 地 の 産 地 と い う こ と
も あ り 、連 携 を 密 に す る た め に も 、2015 年 度 は
テ キ ス タ イ ル 開 発 に 焦 点 を 絞 っ た 。 フ ァ ッ シ ョ
ン と い う 視 点 は 、 ラ グ ジ ュ ア リ ー と い う タ ー ゲ
ッ ト の 設 定 及 び ト レ ン ド の 研 究 と い う 形 で 学 生
に 浸 透 を 図 っ た が 、 最 終 製 品 で あ る 衣 服 の 制 作
な し に 学 生 が 両 方 の 視 点 を 獲 得 す る こ と の 難 し
さ が 浮 き 彫 り と な っ た 。 ま た 、 生 地 制 作 に お い
て も 、11 月 展 の ト ラ イ ア ル は 、ビ ジ ネ ス と し て
の 評 価 は 厳 し い も の の テ キ ス タ イ ル の 新 た な 面
の 提 案 と い う 点 で は よ い 評 価 も 受 け た が 、 そ の
発 展 と し て デ ザ イ ン 面 と ビ ジ ネ ス 面 の バ ラ ン ス
を と る 段 階 で は 学 生 の 理 解 が 追 い 付 か ず 、 2 月
の プ レ ゼ ン 用 サ ン プ ル と そ の 後 の ブ ラ ッ シ ュ ア
ッ プ と も に 良 い 結 果 が 出 た と は 言 え な か っ た 。
今 回 は 、 自 立 し た デ ザ イ ン 展 開 の 獲 得 を 目 指 し
た教 育 方 法 を研 究 したが、学 部 生 の経 験 値 では、
よ り き め 細 か い 教 育 段 階 の 設 定 が 必 要 な こ と を
痛 感 し 、 教 員 が 主 導 的 に 進 め る プ ロ ジ ェ ク ト へ
の 参 加 に よ る 経 験 値 の 獲 得 に し っ か り と 焦 点 を
合 わ せ た ほ う が 、 よ り 高 い 教 育 成 果 が 上 が る と
結 論 付 け た 。 ま た 、 デ ー タ づ く り を 学 内 で 行 え
る 体 制 が な く 、 デ ザ イ ン を 検 証 す る の に 必 要 な
実 験 回 数 を 確 保 す る こ と が で き な か っ た こ と も
研 究 の 障 害 と な っ た 。  
2015 年 度 の 大 き な 成 果 は 、こ れ ま で の 本 学 の
「 播 州 織 」 産 地 と の 様 々 な 取 り 組 み を 踏 ま え 、
兵 庫 県 COE 助 成 の 調 査 ス テ ー ジ を 獲 得 し 、 連
動 し て 本 研 究 を 行 う こ と に よ り 、2016 年 度 の 応
用 ス テ ー ジ へ の 道 筋 を つ け た こ と で あ っ た 。 調
査 ス テ ー ジ と の 連 動 と い う こ と も あ り 、 研 究 の
運 営 に 実 験 的 な 面 も 多 く 、 課 題 も 多 く 出 て き た
が 、 課 題 を 踏 ま え 、 よ り 教 員 が 主 導 的 に 行 う 形
に 発 展 さ せ る こ と に よ り 応 用 ス テ ー ジ の 助 成 が
獲 得 で き た こ と は 、 研 究 の 継 続 発 展 と い う 面 に
お い て 良 い 点 で あ っ た 。2016 年 度 助 成 で は 、テ
キ ス タ イ ル CAD の 学 内 導 入 の 予 算 も 織 り 込 ま
れ て お り 、2015 年 度 の 課 題 で あ っ た 学 内 で の 実
験 数 の 少 な さ に 対 し て も 解 消 が 見 込 ま れ 、 よ り
良 い 研 究 体 制 へ と 発 展 さ せ る こ と が で き た 。 ま
た 、2016 年 度 及 び 今 後 の 研 究 の 継 続 発 展 の た め
に も グ ロ ー バ ル な 視 点 は 必 要 で あ り 、 海 外 他 大
学 と の 連 携 の 一 助 と し て 、 ノ ッ テ ィ ン ガ ム ト レ
ン ト 大 学 と の 交 流 を 進 め ら れ た こ と も よ い 点 で
あ っ た 。  
